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IMF世界経済見通しアップデート
-米国と日欧の成長率見通しの差が拡大-

図2：日米欧の政策金利
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図1：国・地域別経済成長率見通し
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図3：貿易量と消費者物価指数の見通し

(注)2018年以降はIMFによる⾒通し
(出所)IMFデータより野村アセットマネジメント作成

ポイント① 世界経済成長率見通しには変化なし
7月16⽇発表のIMF（国際通貨基金）の世界経
済⾒通しのアップデートによれば、世界経済成長率は
2017年の3.7％から、2018、19年には3.9％へやや
高まると予想されています。2018、19年の世界経済
成長率⾒通しには、2018年4月発表の前回⾒通しか
ら変更はありませんでした。世界経済全体としては、緩
やかな景気の拡大が2019年まで続く⾒通しが引き続
き⽰されたと言えます。
ポイント② 日欧インドの成長率見通しを下方修正
国・地域別に⾒ると、先進国においては米国の2018、

19年の成長率⾒通しは4月⾒通しから変更されていま
せん。一方、ユーロ圏では両年の成長率⾒通しは下方
修正され、⽇本でも2018年の成長率⾒通しが下方修
正されました。米国と⽇欧の景気拡大ペースの差が広
がっていることが⽰唆されます。こうした差は金融政策に
も反映されています。米国では3ヵ月ごとに0.25％ずつ
の段階的利上げが続くと⾒られます。一方、ユーロ圏や
⽇本では政策金利の⾒直しは、当面⾒送られそうです。
新興・発展途上国全体としては、2018､19年の経
済成長率⾒通しは4月時点から変わっていません。ただ、
インドの成長率⾒通しがやや下方修正されましたが、引
き続き主要新興・発展途上国の中で最も成長が高い
国として期待されています。
ポイント③ 貿易摩擦の懸念
今回の世界経済⾒通しアップデートの中でIMFは世
界経済⾒通しの下振れリスクが高まっていると述べており、
その理由の一つとして米国の輸入関税措置と中国など
の貿易相手国の報復措置の発動を挙げています。
2018、19年の世界貿易量を4月⾒通しと比べて先進
国を中心に下方修正したことは、そうした懸念を反映し
ていると言えるでしょう。
また、原油価格の上昇などから先進国の消費者物価
インフレ率⾒通しを上方修正しています。これに保護主
義の高まりによる輸入物価上昇圧力が加わると、インフ
レ率がさらに上昇して先進国の個人消費を抑制する可
能性もあります。

(出所)Bloombergより野村アセットマネジメント作成

(注)2018年以降はIMFによる⾒通し
(出所)IMFデータより野村アセットマネジメント作成

(前年比、%)
2017 2018 2019

4月時点 今回 4月時点 今回
世界 3.7 3.9 3.9 3.9 3.9
先進国 2.4 2.5 2.4 2.2 2.2
米国 2.3 2.9 2.9 2.7 2.7
ユーロ圏 2.4 2.4 2.2 2.0 1.9
⽇本 1.7 1.2 1.0 0.9 0.9
新興･発展途上国 4.7 4.9 4.9 5.1 5.1
中国 6.9 6.6 6.6 6.4 6.4
インド 6.7 7.4 7.3 7.8 7.5

(前年比、%)
2017 2018 2019

4月時点 今回 4月時点 今回
貿易量
　世界 5.1 5.1 4.8 4.7 4.5
　先進国 4.2 4.8 4.3 4.2 4.0
　新興･発展途上国 6.7 5.5 5.7 5.4 5.4
消費者物価
　先進国 1.7 2.0 2.2 1.9 2.2
　新興･発展途上国 4.0 4.6 4.4 4.3 4.4
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